
● 土の中には破傷風菌が存在しています。外傷を負い、傷口か   

ら破傷風菌が侵入した場合に、破傷風に感染することがありま

す。破傷風は、人から人に感染することはありません。 

● 感染すると、３～２１日後になって、全身のこわばりや筋肉の

けいれんが起こります。はじめは、顎や首の筋肉のこわばりや口

が開けにくくなり、こわばりが全身へ広がることもあります。意識

ははっきりしています。重症の場合は死に至ることもあります。 

● 外傷を負い、土などで汚染された場合には、速やかに傷口を洗

浄するとともに医師の診察を受けてください。医療機関では、けが

の手当てとともに、必要に応じて、破傷風の予防のための処置をし

ます。 

● 万一、けがをして３週間くらいの間に、顎や首の筋肉のこわば

り、口が開けにくいなど、破傷風の症状がみられたら、すぐに医療

機関を受診してください。 

● 破傷風の予防接種を受けることで免疫をつけることができ

ます。特にけがをしやすい作業に従事する方などで、破傷風の

予防接種を受けていない方や、予防接種から 10 年以上経過し

ている方は、予めワクチンを接種すると効果的です。 

 

破傷風は、けがの傷口が土などで汚れていると
感染します。 

破傷風

とは？ 

 

 

傷口に土が付いたり、がれきや釘などでけがを
した場合には、傷口をよく洗い、医師の診察を
受けましょう。 

もし感染

したら？ 

 

ワクチン

はある？ 

 

被災地で作業をする際には十分にご注意ください 

破傷風についてのお知らせ 

健康推進課作成（厚生労働省： 「被災地での健康を守るために」別添３を一部改変） 


